
2022年1月27日(木) 

19:00～20:00

※ 本講演は、ZOOMを使用して実施します。
※ 多数のご応募があった場合、参加のご希望に添えない場合がございます。
※ 本講演は、医療関係者への情報提供を目的として実施します。医療関係者以外の方のご参加は、固くお断りいたします。

主催・お問い合わせ

テルモBCT株式会社
担当：榎本博之（Hiroyuki.Enomoto@terumobct.com）

TS-OPTI-01690 / MZ-210028

ここ数年、採用する施設が増えてきた遠心式の血漿交換ですが、採用を検

討される際に施設の方々から「遠心式はどのような患者さんに対して使わ

れているの？」とご質問をいただくことがあります。本ウェビナーでは、

長野県立こども病院の大森教雄先生に遠心式の特徴や、使用された症例、

ご経験から得られた遠心式のメリット/デメリットを紹介していただきま

す。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

遠心分離法による
血漿交換の使用経験

申込締切：
1月27日正午

長野県立こども病院 小児集中治療科

児小 に

参加登録はこちらから：

https://www.terumobct.com/location/japan/products-

services/Pages/spectraoptia-seminar.aspx#

※事前登録をお願いいたします。

座長

順天堂大学医学部附属順天堂医院 膠原病・リウマチ内科准教授

草生真規雄 先生

長野県立こども病院 小児集中治療科 医長

大森 教雄 先生
演者

けお る
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